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カモシカ

足跡

■ シカの痕跡「足跡の違いと獣道」

シカ

足跡 足跡

蹴爪痕(副
蹄)は残らな
い事もある

「シカとイノシシの足跡」

イノシシ

「獣道」

獣が通るため、草などがほとんど生えていない。
→食痕や糞の他に足跡も見つかる。

左：シカ 右：カモシカ
福田 史夫 氏 提供
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シカ

■ シカの痕跡「食痕の違いと糞の違い」

「シカとノウサギの食痕」

ノウサギ

刃物で切断されたような食痕が残る。
シカとノウサギによる二重の食害を
受けることもある。

繰り返し食べられるため、木が育たない。
引きちぎられたような食痕が残る。

「シカとノウサギの糞」

シカ ノウサギ

糞の形は俵状または球形。大きさは性別や年
齢によって異なる。

糞の形は円形。
夏は黒く、冬は褐色になる。

ノウサギ

シカ
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■ センサーカメラ

センサーカメラは、センサー範囲内における野生鳥獣等の動
作等に反応して、自動的に静止画像や動画を撮影するカメラで
す。機種によって機能は異なりますが、一般的には、昼間はカ
ラー、夜間は赤外線によるモノクロ画像で撮影されます。

シカの餌付け具合が
わかる

錯誤捕獲を事前に回避
することができる

センサーカメラを使用することで、シカの行動を確実に把握す
ることができます。

※カモシカが見られたら、場所を変更する。

センサー範囲内の野生
鳥獣等の動作等に反応
して撮影
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センサー
カメラ

シカ
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本研究は、和歌山県農林水産業競争力アップ技術
開発事業により実施しました。

この捕獲技術の開発にあたっては、岐阜大学森部
絢嗣氏の誘引誘導型捕獲法を参考としています。
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